
経皮的冠動脈インターベンション術（大腿）を受けられる方へ（３泊４日） 神戸赤十字病院　　　循環器内科           年　　　　　　月　　　　　　日

病　名： 医師名： 担当看護師名：

月日

病日

検査 レントゲン・心電図・ＡＢＩ・ＣＴ・心エコー・血管エコー検査 当日は術前まで病棟内歩行可 帰室後に心電図検査をし、心電図モニターを
・ 点滴をしながら車椅子で治療に行きます つけます れば、歩行が可能となります

治療 ベッドでお迎えに行きます ６時間後の安静解除まで足を曲げたり、
起き上がったりできません。
３時間後ベッド挙上３０度可 ます
６時間後、寝返りが出来ます

心電図モニターは退院日まで

処置 入院してから身長・体重を測定します 病衣に着替えます 血圧・体温・脈拍を１～２時間ごとに測定します 特に問題がなければ絆創膏を
治療に行く前に弾性ストキングをはきます 外します

足の付け根の除毛を行ないます 治療前に尿の管を入れます 治療部位の止血のため、砂のうで１時間圧迫
治療前に血圧・体温の測定をします します

手首と足の動脈に印をつけます 入れ歯・眼鏡・時計・指輪・をはずして、貴重品
ボックスに入れてください 足の安静が守れない時は固定させていただく

場合があります

注射 朝９時より点滴を 点滴は翌日の朝まで継続します 医師の診察後に問題がなけ
開始します れば点滴は終了し、針を抜き

ます

内服 持参薬を続けるか主治医に
確認して服薬します

食事 制限ありません 検査の開始時間により変わります 食事は１時間後より可
飲水は直後より可 制限はありません
６時間以内はベッド上で寝たまま食事をします
その際は介助します

衛生 入浴、洗髪をしてください 治療当日は入浴できません 入浴できません 医師の診察後シャワー可

排泄 制限はありません 穿刺部位の安静保持のため、 朝、医師の診察後に問題が
治療前に尿の管を入れます なければ歩行が許可されます

療育指導 医師より検査や治療の説明があります 治療後医師より結果を説明します 退院後のことについて何か質問があれば 薬剤師から内服薬の説明が
（当日又は翌日） いつでも医師・看護師にお尋ね下さい あります

看護師より検査前後の処置や安静度についての説明と、
弾性ストッキング使用方法の説明があります 入院費用についてのお問い

合わせは、１階総合受付
薬剤師より薬の説明があります （医事課）までお願いします

入院中は禁煙しましょう
ください

◇　総合的機能評価 ２０１９年３月　改訂

パス管理番号：０５－００５

朝、１階の会計でお支払い

月　　　　日

退院日治療当日（術前） 治療当日（術後）

月　　　　日

朝１０時に退院です

装着します

朝欠食　　　　　　昼欠食

午前中に心電図検査があり

医師の診察後に問題がなけ

月　　　　日

治療前日

月　　　　日

治療後1日目


